
主な施策の実施状況、成果、課題

●主な施策の実施状況
　現行計画の策定後、以下の事項をはじめ、各分野にお
いて様々な施策を展開してきました。

・琵琶湖森林づくり計画の策定と県民税の創設などに
より環境面から森林整備が促進される仕組みが始
まった。

・下水道整備などにより生活排水処理率が順調に向上
した。

・環境こだわり農産物の生産面積の大幅な増加や農業
排水対策の強化を図り環境負荷の少ない農業の拡大
を進めてきた。

・地球温暖化対策推進計画の改定により温室効果ガス
の県総排出量の削減目標を決め取り組んできた。

・産業廃棄物税条例の施行やリサイクル製品の認定制
度の創設などにより資源循環型の事業活動を促進し
てきた。

・事業所の環境マネジメントの取り組みへの支援によ
り環境配慮型の産業活動の定着を図ってきた。

・環境学習推進計画の策定や環境学習支援センターの
開設を行い環境学習の支援体制を整えてきた。

●成果
　計画期間中において、県が実施した施策のほか、県民・
事業者など各主体の取組の結果、琵琶湖への汚濁負荷量
は着実に削減され、また資源化されない産業廃棄物量も
大幅に減少するなど、暮らしや事業活動からの環境への
負荷の削減が進展したほか、県民の買い物袋持参率や事
業所の ISO14001認証取得率も上昇するなど、県民や
事業者の環境配慮行動の実践も一定程度進んだものと考
えられます。（「主な数値指標の進行度」を参照。）

●課題
　「環境を内部化した社会づくり」のためには、環境配慮
行動ができる人づくりと環境配慮行動を容易にする社会
の仕組みづくりが両輪となって進んでいくことが必要で
す。
　琵琶湖環境の再生や温暖化対策の取り組みについて
は、「持続可能な滋賀社会ビジョン」で定めた長期的目標
に向けて、今後さらに実効ある取り組みを推進する必要
があります。
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　平成16（2004）年3月に策定された新滋賀県環境総合計画（以下、「現行計画」）では、「持続可能な発展をする
社会の構築」を目標に、暮らしや事業活動の中で、だれもが自然に環境改善に取り組むことができる社会、すなわち、
「環境を内部化した社会をめざす」ことを基本的な考え方とし、施策の展開を行ってきました。
　策定後約5年が経過したことから、最近の環境を取り巻く情勢の変化も踏まえ、同計画を改定するにあたり、現
行計画のこれまでの進捗状況について、総括的な点検・評価を行いました。

　また、県民一人あたりのごみの排出量は減少傾向では
あるがその量が小さいことや、また環境美化活動への参
加率も２０％前後で低迷しているなど、十分に成果が表
れていない面もあります。
　こうしたことから、今後もさらに環境負荷を低減する
社会基盤の整備とともに、県民や事業者等の環境配慮行
動の実践の促進に取り組む必要があります。

◆主な数値指標の進行度
　（基準年の実績から目標値に対して、どれだけ近づいたか）

 

進行度の記号について
☆☆☆☆☆ …………進行度９０％以上
☆☆☆☆ ……………進行度７０～８９％
☆☆☆ ………………進行度５０～６９％
☆☆ …………………進行度３０～４９％
☆ ……………………進行度０～２９％
▼ ……………………基準年の値を下回っているもの

分　野 指標名 進行度 基準年実績
(H13）

実績値
（H20）

目標値
（H22）

豊かで美し
い自然環境
の保全

多自然川づくりを
取り入れた工事の
延長（㎞）

☆☆☆ 35.8 56.3 73.6

都市公園面積 ( 県
民１人あたり）（㎡）☆☆ 7.3 8.1 9.5

健全な水環
境の保全

琵琶湖の透明度
（ｍ） ☆☆☆ 5.9 6.8 7.2

下水道や浄化槽に
より生活排水の処
理を行っている県
民の割合（％）

☆☆☆ 73.6 90.4 100

下水道を利用でき
る県民の割合（％） ☆☆☆☆☆ 69.5 84.7 85.0

快適な生活
環境の保全

温室効果ガス排出
量（H2年を100と
した指数）

☆☆☆☆ 100
（H2)

92.3
（H18） 91.0

クリーンな
新 エ ネ ル
ギ ー の 開
発・導入

県内での太陽光発
電による総出力電
力（kw）

☆ 6,472 26,686
（H19） 100,000

ゼ ロ ・ エ
ミッション
の取組の推
進

県民１人が１日に
出すごみの量（ｇ） ☆☆☆ 969

922
(H19
速報値）

900

１年間に出る資源
化されない産業廃
棄物の量（千トン）

☆☆☆☆ 500
(H12)

248
（H19） 200

確実な環境
配慮の実践

県民の環境美化活
動への参加率（％） ▼ 22.1 18.6 30.0

買い物袋を持って
買物に行く県民の
割合（％）

☆☆☆☆☆ 32.3 43.4
（H19) 40.0

ISO14001認証
取得件数（1,000
事業所あたり）（件）

☆☆☆☆☆ 55.0 110.8 114.9

環境こだわり農産
物栽培面積 (ha) ☆☆☆☆☆ 394 12,064 12,000
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